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タ解析､モデリングを組み合わせた包括的研究を行うことによって､太陽電波 I型ノイズス トー ムの発生
過程解明を行った｡








出イベントに前後して出現した太陽電波 Ⅰ型ノイズス トー ムの発生機構を明らかにした｡ノイズス トー ム
強度がコロナ質量放出と排他的に増減すること､放射高度が太陽面近傍にとどまること､ノイズス トー ム
出現時に太陽面に4重極子の磁場構造が見られることなどから､コロナ質量放出前後の磁場構造において
生じるサイドローブリコネクション領域が太陽電波 I型ノイズス トー ムの発生源であるとするモデルが提
案された｡一方､サイドローブリコネクションによって加速された粒子は､太陽面ではⅩ線増光を引き
起こしておらず､粒子加速が極めて小規模なものであることが示唆された｡







速粒子が生成され太陽電波 Ⅰ型ノイズス トー ムの発生に至る､という新たな統一的描像が提示されること
となった｡
以上､本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してい
る｡したがって､岩井一正提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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